
＜シリーズ なるほど公共事業 （Ｒ２）Ｎｏ.８＞

新たな水深１２ｍ岸壁の供用開始により海上輸送の需要増加に対応
－茨城港常陸那珂港区（ひたちなか市）－

北ふ頭地区 中央ふ頭地区

既設岸壁

新岸壁

常陸那珂港区の全景
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◆完成自動車の輸出台数
過去最高！

約220,000台

完成自動車や建設機械の需要の増加に対応した取扱能力が拡大し、
物流効率化（輸送コスト削減）や生産性の向上が期待されます。

更なる増加が
見込まれます！

近年、建設機械や完成自動車の取扱量が増加している中、中央ふ頭地区に
新たな水深１２ｍ岸壁（２７０ｍ）が令和３年２月２０日に供用を開始しました。

＜モータープール＞
R2.7に２倍に拡張！
6,000台⇒12,500台

6,000台

【拡張部】
6,500台

モータープール

水深１２m岸壁は、既設岸壁と併せて
５７０ｍとなり、大型RORO船*や自動
車専用船の２隻同時接岸が可能となりま
した。

２倍に拡張された背後のモータープー
ルと併せて、一度に大量の輸出が行える
ようになります。
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◆建設機械及び完成自動車の取扱貨物量（輸出）

過去最高

中央ふ頭地区

水深12m岸壁
L=570m

＊「RORO船」 roll on roll off ship
貨物をトラックなどで積み卸すために、船尾や船側にゲートがある船舶。

＊「RORO船」 roll on roll off ship
貨物をトラックなどで積み卸すために、船尾や船側にゲートがある船舶。

新たな岸壁

２隻同時
接岸可能

取扱能力がUP！

台

新たな岸壁に初めて接岸した自動車専用船
約1,600台の完成自動車が北米向けに輸出されました

（R3.2.24撮影 国土交通省提供）＊想定


